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《
正
岡
子
規
（
３６
）
の
続
き
》
そ
の
２５８

子
規
周
辺
の
人
び
と
（
八
）

前
々
回
、
松
山
藩
は
１５
万
石
の
親
藩
で
あ
っ
た
が
、
幕

府
の
要
職
に
就
く
よ
う
な
藩
主
を
出
し
た
わ
け
で
も
な

く
、
坂
本
龍
馬
、
板
垣
退
助
の
如
き
、
幕
末
の
討
幕
運
動

や
、
明
治
維
新
後
の
自
由
民
権
運
動
を
首
唱
し
た
人
物
を

出
し
た
わ
け
で
も
な
い
と
書
い
た
。

親
藩
だ
か
ら
倒
幕
な
ど
以
て
の
外
で
あ
り
、
維
新
後
も

気
候
温
和
な
伊
予
人
士
は
過
激
な
変
革
を
好
ま
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ま
、
ち
ょ
っ
と
『
日
本
史
辞
典
』（
昭
和
４１
年
、
角
川

書
店
発
行
）
を
見
た
ら
、
伊
予
松
山
藩
主
・
久
松
隠
岐
守

定
昭
が
、
慶
応
３
年
（
一
八
六
七
）
９
月
か
ら
１０
月
ま

で
、
わ
ず
か
に
１
カ
月
老
中
を
つ
と
め
て
い
る
の
を
見
出

し
た
。

し
か
し
こ
の
ほ
か
に
は
、
久
松
氏
で
江
戸
幕
府
の
要
職

（
老
中
、
三
奉
行
、
所
司
代
、
城
代
）
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ

た
の
は
い
な
い
よ
う
だ
。
尤
も
、
老
中
の
下
の
若
年
寄
に

は
、
譜
代
の
小
禄
の
藩
主
を
任
命
し
た
が
、
い
ま
そ
の
氏

名
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
１２
万
石
の
久
松

氏
は
、
小
禄
と
は
言
え
な
い
か
ら
、
若
年
寄
に
任
ぜ
ら
れ

た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
江
戸
幕
府
は
二
百

六
十
年
余
の
間
、
久
松
家
で
要
職
に
つ
い
た
の
は
定
昭
だ

け
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
傑
出
し
た
藩
主
の
い
な
か
っ
た
に
し
て

・

・

は
、
明
治
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
は
、
愛
媛
県
は
人
材
に

乏
し
く
な
い
。

そ
れ
に
は
、
岩
村
高
俊
ら
に
よ
っ
て
県
下
に
皷
吹
さ
れ

た
自
由
民
権
思
想
と
、
青
年
の
中
央
指
向
と
、
久
松
家
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
育
英
会
の
常
盤
会
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
で
あ
ろ
う
。

中
学
生
に
な
っ
た
子
規
ら
は
、
演
説
に
熱
中
し
た
ら
し

イ
ズ

い
。
子
規
の
演
題
と
し
て
は
「
自
由
何
ク
ニ
カ
ア
ル
」「
諸

君
將
ニ
忘
年
会
ヲ
開
カ
ン
ト
ス
」「
天
將
ニ
黒
塊
ヲ
現
サ
ン

い

ち

じ
く

ト
ス
」
が
「
無
花
果
艸
紙
」
と
い
う
文
集
に
、
演
説
草
稿

三
篇
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

三
篇
は
い
ず
れ
も
政
治
に
関
す
る
論
で
あ
る
。
政
府
の

「
圧
制
」
を
論
じ
、「
黒
塊
」
は
「
国
会
」
を
諷
し
て
い

て
、
暗
黒
世
界
を
照
す
光
輝
を
発
す
る
一
つ
の
黒
塊
を
現

出
す
べ
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
演
説
で
、
弁
士
は
中
止
を

命
ぜ
ら
れ
た
と
、
友
人
の
柳
原
極
堂
は
言
っ
て
い
る
。

「
弁
士
中
止
」、
更
に
集
会
の
「
解
散
」
を
命
ず
る
こ

と
は
、
昭
和
期
の
無
産
政
党
や
労
働
組
合
の
集
会
に
よ
っ

て
も
し
ば
し
ば
臨
検
警
官
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
。

演
説
は
い
ず
れ
も
、
明
治
１５
年
１２
月
か
ら
１６
年
１
月
ま

で
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
１５
年
１２

月
１７
日
青
年
会
で
行
わ
れ
た
「
忘
年
会
演
説
」
で
あ
る
。

そ
の
論
中
に
左
の
如
く
あ
る
。

「
河
流
ハ
鯨
鯢
ノ
泳
グ
ト
コ
ロ
ニ
非
ズ
（
中
略
）。
海

南
ハ
英
雄
ノ
留
マ
ル
処
ニ
非
ズ
。
早
ク
此
地
ヲ
去
テ
東
京

ニ
向
フ
ベ
シ
ト
。
且
ツ
余
ノ
察
ス
ル
所
ニ
依
レ
バ
、
余
ノ

勧
メ
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
、
諸
君
ハ
將
ニ
来
年
ノ
前
半
期
ニ
於

テ
此
地
ヲ
発
シ
。
一
声
ノ
汽
笛
ト
共
ニ
京
城
ニ
向
ハ
レ
ン

ト
ス
。
実
ニ
松
山
中
学
校
生
徒
中
ノ
英
雄
ハ
皆
將
ニ
尽
キ

ン
ト
ス
ル
ナ
リ
。
因
テ
余
ハ
寧
ロ
今
ニ
於
テ
諸
君
相
集

リ
、
以
テ
訣
別
ノ
宴
ヲ
開
カ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
。
而
シ
テ

是
亦
忘
年
会
ヲ
シ
テ
兼
ネ
シ
ム
ベ
シ
。
是
レ
余
ノ
忘
年
会

ヲ
開
ク
ヲ
欲
ス
ル
所
以
」。

こ
れ
に
よ
る
と
子
規
ら
松
山
中
学
校
生
徒
は
、
海
南

（
伊
予
地
方
を
指
す
）
に
在
る
こ
と
を
欲
せ
ず
、
東
都
を

目
指
す
、或
は
目
指
せ
と
檄
を
飛
ば
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
時
、
子
規
の
特
に
親
し
く
し
て
い
た
「
五
友
」
と
称

す
る
交
友
が
あ
っ
た
。
は
じ
め

そ
れ
ら
は
、
三
並

良
（
東
大
文
科
大
学
卒
、
の
ち
一

高
、
松
山
高
校
教
授
、
ド
イ
ツ
語
学
者
）、
竹
村

鍛

（
河
東
静
溪
の
３
男
、
碧
梧
桐
の
兄
、
東
大
文
科
選
科

卒
、
子
規
が
県
立
神
戸
病
院
に
瀕
死
の
身
を
横
た
え
て
い

た
と
き
、
同
地
の
師
範
学
校
に
職
を
奉
じ
て
い
て
、
子
規

を
見
舞
う
。
の
ち
書
肆
・
冨
山
房
に
入
り
、
辞
書
の
編
纂

に
従
事
。
子
規
に
先
立
っ
て
明
治
３４
年
２
月
１
日
死

去
）、
森

知
之
（
陸
軍
大
佐
で
退
役
）、
太
田
正
躬
（
後

年
、
大
阪
で
実
業
に
従
事
。
子
規
、
神
戸
療
養
時
、
大
阪

市
立
商
業
学
校
教
諭
で
子
規
を
見
舞
う
）
で
あ
る
。

そ
の
五
友
の
松
山
出
発
の
年
月
日
は
、
三
並
が
最
も
早

く
１５
年
７
月
１６
日
、
次
い
で
子
規
の
１６
年
６
月
１０
日
、
以

下
太
田
の
１６
年
７
月
２０
日
、
森
の
１６
年
暮
、
竹
村
の
１８
年

４
月
５
日
で
あ
る
。

医
事
・
文
談

九
百
七
十

平
岸

三
八
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